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柊
集
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
‐
地
球
環
境
の
中
で
考
え
る
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
②

東
京
都
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

①
東
京
都
の
地
域
暖
冷
房

榎
本
邦
夫

　
東
京
都
で
は
、
東
京
が
経
済
・
社
会
・
文
化
な
ど
の

面
で
世
界
都
市
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
資
源
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
大
量
に
消
費
し
て
い
る
こ
と
（
表
－
１
参
照
）

な
ど
か
ら
、
地
球
環
境
問
題
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
認
識
し
、
自
治
体
の
立
場
か
ら
こ
の
問
題
の
解

決
に
向
け
て
積
極
的
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

そ
の
た
め
、
全
庁
的
な
検
討
を
行
い
、
昨
年
十
一
月

「
東
京
都
に
お
け
る
地
球
環
境
問
題
へ
の
取
組
方
針
」

を
定
め
た
。

　
こ
の
方
針
は
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
フ

①
東
京
都
の
地
域
暖
冷
房

②
清
掃
工
場
に
お
け
る
排
熱
利
用
の
現
状
と
今
後
の
課
題

は
じ
め
に

地
域
暖
冷
房
の
今
日
的
意
義

地
域
暖
冷
房
の
現
状

環
境
保
全
型
地
域
暖
冷
房
を
め
ざ
し
て

お
わ
り
に

ロ
ン
対
策
、
国
際
技
術
協
力
等
従
来
の
施
策
の
見
直
し

と
、
新
た
な
施
策
の
追
加
に
よ
る
体
系
化
を
図
っ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
公
害
防
止
対
策
や
緑
の
保
全

と
創
出
等
の
対
策
の
一
層
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
都
市
構
造
等
を
目
指
す

こ
と
に
よ
り
、
快
適
な
環
境
を
創
造
し
、
こ
れ
ら
を
通

じ
て
地
球
環
境
の
保
全
に
貢
献
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
「
環
境
保
全
型
の
都
市
」
に
つ
く
り
変

え
て
い
く
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
代
表
的
な

都
市
シ
ス
テ
ム
の
ひ
と
つ
が
地
域
暖
冷
房
で
あ
る
。
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今
日
、
地
球
の
温
暖
化
、
酸
性
雨
、
オ
ゾ
ン
層
の
破

壊
等
地
球
環
境
問
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、

わ
が
国
を
含
め
各
国
が
真
剣
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。

　
地
球
環
境
問
題
は
、
人
類
の
生
存
基
盤
に
か
か
わ
る

問
題
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
生
活
を
守
っ
て
い
く
立
場

に
あ
る
自
治
体
と
し
て
も
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い
問

題
で
あ
る
。

一

は
じ
め
に

一二三四五
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表－１　東京都におけるエネルギー消費量（昭和６０年度実績）

二

地
域
暖
冷
房
の
今
日
的
意
義

①
－
経
緯

　
東
京
都
で
は
、
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
四
十
年
代

に
か
け
て
、
高
度
経
済
成
長
や
都
市
集
中
に
よ
り
大
気

汚
染
は
著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
東
京
都
の
固
定
発
生

源
の
特
徴
と
し
て
、
①
中
小
規
模
の
ば
い
煙
発
生
施
設

が
密
集
し
て
い
る
こ
と
、
②
特
に
ビ
ル
の
暖
房
や
給
湯

に
使
用
さ
れ
る
ボ
イ
ラ
ー
が
多
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
、
東
京
都
公
害
対
策
審
議
会

は
、
昭
和
三
十
七
年
、
大
気
汚
染
防
止
の
観
点
か
ら
、

発
生
源
を
集
中
し
て
規
制
す
る
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ヒ
ー
テ
ィ

ン
グ
方
式
の
導
入
を
答
申
し
、
そ
の
後
昭
和
四
十
三
年

に
は
、
公
害
防
止
と
市
街
地
防
災
対
策
の
一
環
と
し
て
、

地
域
暖
冷
房
を
推
進
す
べ
き
こ
と
を
答
申
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
答
申
を
受
け
、
東
京
都
で
は
昭
和
四
十
四

年
に
「
地
域
暖
冷
房
計
画
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
て
、

地
域
暖
冷
房
推
進
の
た
め
の
具
体
的
な
検
討
に
着
手
し

た
。
各
種
検
討
を
進
め
る
中
、
昭
和
四
十
五
年
十
一
月

に
「
東
京
都
公
害
防
止
条
例
」
の
一
部
を
改
正
し
、
地

域
暖
冷
房
計
画
区
域
の
指
定
と
、
計
画
の
策
定
及
び
加

入
協
力
義
務
の
二
条
が
新
設
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
数
年
間
の
検
討
を
経
て
更
に
施
策
の
具
体
化

て
東
京
都
の
地
域
暖
冷
房
は
制
度
化
さ
れ
た
。

②
－
今
日
的
意
義

　
こ
の
よ
う
に
、
東
京
都
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
地
域
暖

冷
房
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
の
は
、
主
に
大
気
汚

染
の
観
点
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
は
窒
素
酸
化
物
等
の
環

境
基
準
の
達
成
状
況
が
思
わ
し
く
な
い
現
在
に
お
い
て

も
、
地
域
暖
冷
房
を
推
進
す
る
中
心
目
的
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
な
い
。
し
か
し
、
近
頃
は
、
地
域
暖
冷
房
の

も
つ
種
々
の
効
果
が
都
市
に
お
い
て
非
常
に
有
効
で
あ

る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
き
て
お
り
、
東
京
都
に
お
い
て

も
大
気
汚
染
防
止
は
も
ち
ろ
ん
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
都

市
防
災
、
都
市
景
観
、
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
利
用
、
ア
メ

ニ
テ
ィ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を
含
め
た
総
合
的
な

観
点
か
ら
、
地
域
暖
冷
房
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
特
に
、
地
球
環
境
な
ど
の
広
域
的
な
環
境
問
題
や
、

そ
れ
に
関
連
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
が
あ
ら
た
め

て
注
目
さ
れ
る
今
日
的
状
況
の
中
、
ご
み
焼
却
施
設
な

ど
か
ら
の
排
熱
利
用
は
も
ち
ろ
ん
、
河
川
水
や
下
水
処

理
水
な
ど
の
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
に
利
用
し
た

地
域
暖
冷
房
や
、
高
効
率
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
地
域

暖
冷
房
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

が
図
ら
れ
、
昭
和
五
十
二
年
に
「
地
域
暖
冷
房
計
画
推

進
に
関
す
る
指
導
標
準
」
と
、
「
地
域
暖
冷
房
計
画
区

域
の
指
定
等
に
関
す
る
要
綱
」
を
制
定
し
、
こ
れ
に
よ
っ
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三

地
域
暖
冷
房
の
現
状

①
－
区
域
指
定
状
況
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表－２　地域暖冷房計画区域指定一覧表
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東
京
都
で
は
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
に
西
新
宿
（
新

宿
副
都
心
）
区
域
に
お
い
て
最
初
の
地
域
暖
冷
房
が
実

施
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
丸
の
内
や
大
手
町
な
ど
の
都
心

地
域
や
、
東
池
袋
（
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
ー
）
な
ど

副
都
心
地
域
を
中
心
に
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
昭
和
五
十
八
年
に
は
品
川
八
潮
、
光
が
丘
区
域
と

い
っ
た
大
規
模
住
宅
地
区
で
も
清
掃
工
事
排
熱
等
を
活

用
し
た
事
業
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
後
は
、
い
わ
ゆ
る
都

心
や
副
都
心
以
外
の
地
域
で
も
、
都
市
再
開
発
な
ど
と

合
わ
せ
て
数
多
く
の
地
域
暖
冷
房
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
平
成
二
年
三
月
現
在
、
都
内
で
は
三
十
七
区
域
、
約

七
百
三
十
四
h
a
を
地
域
暖
冷
房
計
画
区
域
と
し
て
指
定

し
て
お
り
、
そ
の
内
二
十
七
区
域
で
熱
供
給
を
開
始
し

て
い
る
。
計
画
区
域
に
指
定
し
た
三
十
七
区
域
は
表
―

２
の
と
お
り
で
あ
る
。

②
－
地
域
暖
冷
房
導
入
の
実
態

　
平
成
元
年
度
に
、
東
京
都
内
の
地
域
暖
冷
房
実
施
区

域
に
お
い
て
熱
負
荷
、
熱
源
機
器
・
シ
ス
テ
ム
、
地
域

配
管
、
二
次
側
設
備
等
に
つ
い
て
実
態
調
査
を
行
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
地
域
暖
冷
房
は
個
別
シ
ス
テ
ム
に
比
べ

環
境
保
全
性
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
安
全
・
防
災
等
の
諸

効
果
に
優
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

ア
Ｎ
Ｏ
x
排
出
削
減
効
果

　
地
域
暖
冷
房
実
施
区
域
の
Ｎ
Ｏ
x
排
出
濃
度
（
０
2
＝

○
％
換
算
）
の
平
均
は
六
三
・
五
ｐ
ｐ
ｍ
で
あ
っ
た
。

表‐３　･NOx排出濃度の実態調査結果（昭和63年度実績）

図‐１　NOx排出量の実態［昭和63年実績］
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一
方
、
個
別
建
物
に
お
い
て
は
平
均
九
九
・
四
ｐ
ｐ
ｍ

で
あ
り
、
地
域
暖
冷
房
の
方
が
低
か
っ
た
（
表
－
３
参

照
）
。
ま
た
、
Ｎ
Ｏ
x
排
出
量
も
個
別
建
物
に
比
べ
少
な

い
傾
向
が
み
ら
れ
た
（
図
－
１
参
照
）
。

　
こ
れ
は
、
地
域
暖
冷
房
事
業
区
域
で
は
低
Ｎ
Ｏ
x
対

策
を
施
す
よ
う
に
指
導
し
た
こ
と
、
大
型
の
熱
源
機
器

が
設
置
さ
れ
比
較
的
高
度
な
Ｎ
Ｏ
x
削
減
技
術
を
導
入

し
や
す
い
こ
と
、
燃
焼
機
器
の
高
度
な
運
転
管
理
及
び

保
守
点
検
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
最
近
は
、
小
型
ボ
イ
ラ
ー
に
お
い
て
も
Ｎ

Ｏ
x
排
出
削
減
技
術
が
か
な
り
向
上
し
て
き
て
お
り
、

地
域
暖
冷
房
と
の
差
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
傾
向
に
あ

る
。

　
し
た
が
っ
て
、
今
後
は
、
更
に
低
Ｎ
Ｏ
x
対
策
を
講

じ
た
機
器
及
び
技
術
を
導
入
す
る
と
と
も
に
未
利
用
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し
、
燃
料
使
用
量
を
削
減

し
Ｎ
Ｏ
x
総
量
を
抑
制
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

イ
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果

　
地
域
暖
冷
房
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
は
、
熱

源
機
器
及
び
シ
ス
テ
ム
全
体
で
の
熱
効
率
の
実
態
を
把

握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
、
地
域
暖
冷
房
で
必
然
的
に
伴
う
地
域
配
管

熱
損
失
の
実
態
は
、
そ
れ
を
目
的
と
し
た
計
測
が
行
わ

れ
て
い
な
い
た
め
、
把
握
が
難
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
比
較
検
討
の
た
め
の
個
別
方
式
の
熱
効
率
は
、

計
測
が
不
十
分
で
実
態
の
把
握
が
現
状
で
は
難
し
い
。

　
そ
こ
で
、
比
較
的
デ
ー
夕
の
信
頼
性
が
高
い
と
思
わ

れ
る
シ
ス
テ
ム
全
体
で
の
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
（
販

売
熱
量
／
プ
ラ
ン
ト
全
体
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
：

図‐２　地域暖冷房システムにおける総合エネルギー効率の実態

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
換
算
）
の
実
態
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

地
域
暖
冷
房
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
は
、
図
―
２
に
示
す
よ
う
に
一
部
の
地
区
で
や
や
低

い
も
の
の
、
ほ
ぼ
〇
・
七
前
後
の
値
を
示
し
て
い
る
。
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な
お
値
が
低
い
所
は
、
地
区
の
熱
需
要
特
性
に
よ
り
地

域
配
管
か
ら
の
熱
損
失
が
大
き
い
こ
と
や
、
熱
源
機
器

の
稼
動
率
が
低
い
こ
と
及
び
搬
送
動
力
が
大
き
い
こ
と

な
ど
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　
各
種
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
い
る
地
区
の

傾
向
を
み
て
み
る
と
、
各
種
排
熱
利
用
量
に
か
な
り
差

表－４　未利用エネルギーの利用実態

が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
〇
・
八
～
二
・
二
程
度
と
高
い

値
を
示
し
て
お
り
、
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極
的
に

利
用
し
て
い
る
地
区
ほ
ど
高
い
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

都
内
の
未
利
用
子
不
ル
ギ
ー
利
用
実
態
を
表
－
４
に
示

す
。

　
し
た
が
っ
て
、
積
極
的
に
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利

用
し
て
、
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

は
、
干
不
ル
ギ
ー
消
費
量
の
削
減
と
な
り
、
大
気
汚
染

物
質
の
削
減
や
Ｃ
０
2
の

削
減
に
も
つ
な
が
る
。

ウ
安
全
・
防
災
性

　
東
京
消
防
庁
の
火
災
統

計
資
料
に
よ
る
と
、
昭
和

六
十
三
年
度
中
に
都
内
で

発
生
し
た
建
物
火
災
が
三
、

九
八
七
件
で
、
そ
の
う
ち
、

給
湯
や
空
調
に
関
す
る
燃

焼
設
備
機
器
か
ら
の
出
火

が
約
四
〇
％
を
占
め
て
い

る
。

　
そ
の
た
め
、
地
域
暖
冷

房
の
導
入
は
、
個
々
の
建

物
に
お
い
て
暖
冷
房
・
給

湯
用
の
発
火
源
を
削
減
す

る
こ
と
に
な
り
、
防
災
上

の
導
入
効
果
は
高
い
と
考

図‐３　行政が育成・推進すべき地域暖冷房の備えるべき基本要件

え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
地
域
暖
冷
房
プ
ラ
ン
ト
で
は
、
効
率
的
な
機

器
分
割
や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
し

か
も
高
度
な
中
央
監
視
・
制
御
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
・
防
災
性
は
高
い
と
考
え

ら
れ
る
。

環
境
保
全
型
地
域
暖
冷
房
を
め
ざ
し
て

16調査季報108－90.12
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地
域
暖
冷
房
の
導
入
実
態
を
踏
ま
え
る
と
、
地
域
暖

冷
房
は
、
個
別
の
暖
冷
房
に
比
べ
環
境
保
全
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
安
全
・
防
災
等
の
諸
効
果
に
お
お
む
ね
優
れ

て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
導
入
区
域
に
よ
っ
て
、

そ
の
効
果
に
は
多
少
差
が
み
ら
れ
る
と
と
も
に
、
近
年
、

個
別
方
式
に
お
い
て
も
大
気
汚
染
防
止
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
か
着
実
に
進
ん
で
い
る
事
実
を
考
え
る
と
、
今
後
、

東
京
都
と
し
て
、
よ
り
優
れ
た
導
入
効
果
を
有
す
る
地

域
暖
冷
房
を
い
か
に
育
成
・
推
進
し
て
い
く
か
が
重
要

な
課
題
と
い
え
る
。

　
行
政
が
育
成
・
推
進
す
べ
き
地
域
暖
冷
房
が
備
え
る

べ
き
基
本
要
件
を
図
―
３
に
示
す
。

①
―
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

　
基
本
要
件
の
中
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
を
さ
ら
に

高
め
て
い
く
こ
と
は
、
環
境
保
全
型
地
域
暖
冷
房
を
推

進
し
て
い
く
う
え
で
の
重
要
な
視
点
と
い
え
る
。

　
今
後
検
討
さ
れ
る
べ
き
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
方
策

と
し
て
、
第
一
に
効
率
の
高
い
熱
源
機
器
や
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
積
極
的
な
導
入
が
あ
る
。

　
特
に
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
込
ん
だ
地

域
暖
冷
房
シ
ス
テ
ム
は
、
近
年
増
加
の
傾
向
に
あ
る
が
、

そ
の
場
合
、
大
気
汚
染
問
題
が
避
け
ら
れ
ず
、
高
度
な

大
気
汚
染
防
止
技
術
の
導
入
や
高
度
な
燃
焼
管
理
等
に

よ
り
、
大
気
汚
染
物
質
の
排
出
濃
度
を
一
定
以
下
に
確

保
す
る
よ
う
な
低
公
害
型
シ
ス
テ
ム
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
第
二
に
、
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
の
促
進

が
あ
る
。
利
用
可
能
性
の
高
い
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

種
類
を
表
－
５
に
示
す
。

　
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
は
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
環
境
保
全
等
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
大
き
な
効
果

が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
電
気
や
都
市
ガ
ス
な
ど
に
加

え
、
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
合
理
的
な
使
用
を
推
進
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
平
準
化
に
寄
与
す
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
利
用
効
果
は
あ
く
ま
で
も
地
区
の
特

性
に
適
合
し
、
適
切
な
シ
ス
テ
ム
計
画
が
行
わ
れ
た
場

合
に
お
い
て
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
新
た

な
環
境
汚
染
な
ど
に
も
注
意
を
払
い
な
が
ら
計
画
を
進

め
る
必
要
も
あ
る
。

　
第
三
に
、
地
域
配
管
か
ら
の
熱
損
失
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
、
さ
ら
に
保
温
・
断
熱
性
能
の
向
上
を
図
る

必
要
が
あ
る
。

②
－
全
国
の
自
治
体
と
と
も
に

　
地
域
暖
冷
房
事
業
は
、
近
年
都
市
再
開
発
気
運
の
高

ま
り
な
ど
も
あ
り
全
国
的
に
も
急
速
に
増
え
て
き
て
お

り
、
平
成
元
年
八
月
現
在
七
十
二
地
区
に
も
の
ぼ
っ
て

い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
東
京
都
で
は
、
全
国
の
関
係
都
道
府

県
市
に
呼
び
か
け
、
「
全
国
自
治
体
地
域
暖
冷
房
推
進

協
議
会
」
（
仮
称
）
の
発
足
を
め
ざ
し
担
当
者
会
議
を

利用可能性の高い未利用エネルギーの種類表-５
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二
度
開
催
し
た
。

　
今
後
、
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
や
都
市
の

大
気
汚
染
問
題
さ
ら
に
地
球
環
境
問
題
な
ど
、
全
国
都

道
府
県
市
が
集
ま
り
、
地
域
暖
冷
房
に
関
す
る
情
報
交

換
や
事
例
研
究
、
国
へ
の
要
望
な
ど
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
地
球
環
境
問
題
へ
の
社
会
的
関
心
は
非
常
に
高
い
が
、

住
民
一
人
ひ
と
り
の
生
活
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る

問
題
で
あ
る
と
の
認
識
は
、
必
ず
し
も
十
分
で
あ
る
と

は
い
え
な
い
。

　
地
域
暖
冷
房
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
で
き
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
が
、
地
球
規
模
で
見
れ
ば
環
境
保
全

に
対
す
る
貢
献
度
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
地
球
環
境
を
守
る
取
り
組
み
は
、
単
な
る

ス
ロ
ー
ガ
ン
や
一
時
の
お
祭
り
騒
ぎ
に
終
わ
ら
せ
る
こ

と
な
く
、
自
ら
が
で
き
る
こ
と
を
一
歩
一
歩
着
実
に
継

続
し
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
今
わ
れ
わ
れ
の
生
活
を
足

元
か
ら
見
直
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
様
式
に
変
え

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

＜
東
京
都
環
境
保
全
局
助
成
指
導
部
助
成
立
地
課
地
域

　
暖
冷
房
係
主
任
＞
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